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(57)【要約】
エネルギー蓄積装置が、電流を放出し受容するために設
けられた、少なくとも１つの第１のエネルギー蓄積デバ
イスおよび第２のエネルギー蓄積デバイスを有する。少
なくとも第２のエネルギー蓄積デバイスは、電気化学式
である。エネルギー蓄積装置は、少なくとも１つのエネ
ルギー蓄積装置による少なくとも電流の放出を制御する
制御装置も有している。制御装置は、少なくとも１つの
エネルギー蓄積装置による電流の受容も制御する。エネ
ルギー蓄積装置は、第２のエネルギー蓄積デバイスのエ
ネルギー密度が第１のエネルギー蓄積デバイスのエネル
ギー密度よりも高い。ここで、エネルギー密度は、エネ
ルギー蓄積装置で充電状態のときに蓄えられるエネルギ
ーと、エネルギー蓄積装置の重量との比率として規定さ
れる。制御装置は、電流が予め設定された電流の強さの
限界値を上回っているとき、電流の放出のために好まし
くは第１のエネルギー蓄積デバイスを制御する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つまたは複数の第１のエネルギー蓄積デバイス（２）と、
　電気化学式またはその他の方式の、１つまたは複数の第２のエネルギー蓄積デバイス（
３）とを有し、これらエネルギー蓄積デバイスが、電流の放出と受容のためにそれぞれ設
けられており、
　１つまたは複数のエネルギー蓄積デバイス（２，３）による電流の放出と受容を制御す
るように設けられた制御装置（４）と、
　各エネルギー蓄積デバイス（２，３）により放出または受容される電流の強さ、または
その他の１つまたは複数の測定値を検出し、この測定値を制御装置（４）へと供給する測
定装置（８，８ａ，８ｂ）とを有するエネルギー蓄積装置（１）において、
　１つまたは複数の第２のエネルギー蓄積デバイス（３）のエネルギー密度が、１つまた
は複数の第１のエネルギー蓄積デバイス（２）のエネルギー密度よりも高く、
　制御装置（４）が、１つまたは複数の検出された電流の強さと、１つまたは複数の予め
設定された電流の強さの限界値との差異値を決定し、
　制御装置（４）が、１つまたは複数の第１のエネルギー蓄積デバイス（２）について、
１つまたは複数の前記差異値に応じて電流を放出させるように制御することを特徴とする
エネルギー蓄積装置。
【請求項２】
　１つまたは複数のエネルギー蓄積装置（２，３）を受け入れて保持する保持装置（５）
と、
　１つまたは複数の接続装置に接続された接続装置（６，６ａ）と、
　１つまたは複数のエネルギー蓄積装置（２，３）に、熱伝導を行うように接続された熱
伝導装置（７）とを有する、請求項１に記載のエネルギー蓄積装置（１）。
【請求項３】
　熱伝導装置（７）を有する、先行請求項のうちいずれか１項に記載のエネルギー蓄積装
置（１）において、
　第１のエネルギー蓄積デバイス（２）、第２のエネルギー蓄積デバイス（３）、及び熱
伝導装置（７）が、熱伝導を行うように互いに接続されており、第１のエネルギー蓄積デ
バイス（２）が、熱伝導装置（７）と第２のエネルギー蓄積デバイス（３）との間に配置
されていることを特徴とする請求項１または２に記載のエネルギー蓄積装置。
【請求項４】
　制御装置（４）が、予め設定された条件のときに、少なくとも１つまたは複数の第１の
エネルギー蓄積デバイス（２）と、１つまたは複数の第２のエネルギー蓄積デバイス（３
）との間に電流を流すようにすることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載のエネ
ルギー蓄積装置（１）。
【請求項５】
　１つまたは複数の第１のエネルギー蓄積デバイス（２）の充電容量が、１つまたは複数
の第２のエネルギー蓄積デバイス（３）の充電容量に合わせて適したものとなっているこ
とを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載のエネルギー蓄積装置（１）。
【請求項６】
　制御装置（４）が、上位の制御部に信号を送受信可能に接続されており、
　制御装置（４）が、上位の制御部と１つまたは複数の予め設定された信号を一時的また
は断続的にに交換し、
　データを保存するために設けられた記憶装置（９）が、制御装置（４）に備え付けられ
ていることを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載のエネルギー蓄積装置（１）。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載のエネルギー蓄積装置（１）であって、
　第１のエネルギー蓄積デバイス（２）と第２のエネルギー蓄積デバイス（３）とを取り
囲むハウジング（１０）を有するものにおいて、
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　ハウジング（１０）が、材料同士の接着、または摩擦での固定により、複数の部分的な
領域またはその他でもって、互いに接続された第１の賦形部材（１０ａ）と、熱伝導性の
第２の賦形部材（１０ｂ）とを有しており、
　第２の賦形部材が、エネルギー蓄積装置（２，３）のうちの１つまたは複数と熱伝導を
行うように接続されていることを特徴とするエネルギー蓄積装置。
【請求項８】
　１つまたは複数のエネルギー蓄積装置（２，３）が、それぞれ２つまたはそれ以上の電
極を備えるガルバニ電池として設けられており、
　１つまたは複数の、カソードとしての電極またはその他の電極が、式ＬｉＭＰＯ4の化
合物を有しており、ここで、Ｍは第１列の少なくとも１つの遷移金属カチオンであり、遷
移金属カチオンはＭｎ，Ｆｅ，Ｎｉ，Ｔｉまたはこれらの元素の組み合わせよりなる群か
ら選択されるものであり、前記化合物が、高度のオリビン構造を有していることを特徴と
する請求項１～７のいずれかに記載のエネルギー蓄積装置（１）。
【請求項９】
　少なくとも１つのエネルギー蓄積装置（２，３）が少なくとも１つのセパレータを備え
るガルバニ電池として構成されており、
　セパレータは、非電子伝導性であるかまたは電子伝導性が低く、部分的に物質透過性で
あるかまたは物質透過性である支持体からなり、
　支持体が少なくとも一方の側から無機材料によりコーティングされており、
　少なくとも部分的に物質透過性である支持体として、不織布またはその他として構成さ
れた有機材料が用いられ、
　有機材料は、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）またはその他のポリマー、または
その他のものであり、
　有機材料は、－４０℃から２００℃の温度範囲またはその他の温度範囲でイオン伝導性
であるイオン伝導性の無機材料によりコーティングされており、
　イオン伝導性の無機材料が、Ｚｒ，Ａｌ，Ｌｉのうちの少なくとも１つについての、酸
化物、燐酸塩、硫酸塩、チタン酸塩、珪酸塩、及びアルミノ珪酸塩の群に属する少なくと
も１つの化合物、または酸化ジルコン、またはその他であり、
　イオン伝導性の無機材料が、最大直径が１００ｎｍ未満またはその他である粒子を有し
ていることを特徴とする請求項１～８のいずれかに記載のエネルギー蓄積装置（１）。
【請求項１０】
　エネルギー蓄積装置（１）を作動させる方法であって、
　エネルギー蓄積装置（１）が、
　１つまたは複数の第１のエネルギー蓄積デバイス（２）と、
　電気化学式またはその他の方式の、１つまたは複数の第２のエネルギー蓄積デバイス（
３）とを有し、１つまたは複数の第２のエネルギー蓄積デバイス（３）のエネルギー密度
が、１つまたは複数の第１のエネルギー蓄積デバイス（２）のエネルギー密度よりも高く
、
　１つまたは複数のエネルギー蓄積装置（２，３）による電流の放出と受容を制御するよ
うに設けられた制御装置（４）と、
　エネルギー蓄積装置（２，３）により放出または受容される電流の強さ、またはその他
の、１つまたは複数の測定値を、一時的または断続的に検出し、制御装置（４）へ供給す
る測定装置（８，８ａ，８ｂ）とを有しているものにおいて、
　制御装置（４）が、１つまたは複数の検出された電流の強さと、１つまたは複数の予め
設定された電流の強さの限界値との１つまたは複数の差異値を決定し、
　制御装置（４）が、１つまたは複数の前記差異値に応じて、主として１つまたは複数の
第１のエネルギー蓄積デバイス（２）を電流の放出のために制御することを特徴とする方
法。
【請求項１１】
　制御装置（４）が、予め設定された条件のときに、２つまたはそれ以上のエネルギー蓄
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積装置（２，３）の間に電流を流すようにすることを特徴とする請求項１０に記載の方法
。
【請求項１２】
　測定装置（８，８ａ，８ｂ）は、１つまたは複数のエネルギー蓄積装置（２，３）へ電
気エネルギーが供給されている間に、一時的または断続的に、１つまたは複数のエネルギ
ー蓄積装置（２，３）についての、電圧またはその他の測定値を制御装置（４）に提供し
、
　制御装置（４）は、検出された電圧またはその他測定値と、１つまたは複数の予め設定
された電圧限界値とから１つまたは複数の第２の差異値を決定し、
　制御装置（４）が、１つまたは複数の第２の差異値に応じて、主として１つまたは複数
の第１のエネルギー蓄積デバイス（２）を電流の放出のために制御し、
　制御装置（４）が、１つまたは複数の第２の差異値に応じて、１つまたは複数のエネル
ギー蓄積装置（２，３）へのエネルギーの供給を遮断することを特徴とする請求項１０ま
たは１１に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エネルギー蓄積装置、及びこれを作動させる方法に関する。本発明の説明に
ついて、ガルバニ電池と、自動車駆動装置への電力供給とに関連して行う。本発明は、ガ
ルバニ電池の型式に関わらず、または供給をうける電力消費部の種類に関わらず、適用で
きることを指摘しておく。
【背景技術】
【０００２】
　従来技術より、自動車駆動装置に電力を供給するために、特にはガルバニ電池を備える
エネルギー蓄積装置が知られている。いくつかの型式に共通するのは、実際の使用時に実
現可能なガルバニ電池の動作期間が、理想的な動作条件のもとでの動作期間に比べて大幅
に劣っていることである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　そこで本発明の課題は、エネルギー蓄積装置ないしそのガルバニ電池の利用可能な動作
期間を伸ばすことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　このことは本発明によると、エネルギー蓄積装置およびこれを作動させる方法に関わる
独立請求項の教示によって実現される。本発明の好ましい発展例は、従属請求項の対象と
なっている。
【０００５】
　上の課題は、１つまたは複数の第１のエネルギー蓄積デバイスと、１つまたは複数の第
２の（特には電気化学式である）エネルギー蓄積デバイスとを有するエネルギー蓄積装置
によって解決される。これらエネルギー蓄積デバイスは、電流の放出と受容のために設け
られている。エネルギー蓄積装置は、少なくとも１つのエネルギー蓄積デバイスによる電
流の放出と受容を制御するように設けられた制御装置も有している。エネルギー蓄積装置
は、第２のエネルギー蓄積デバイスのエネルギー密度が第１のエネルギー蓄積デバイスの
エネルギー密度よりも高いことを特徴としている。エネルギー密度とは、本願において、
エネルギー蓄積デバイスが完全に充電された状態で蓄えられるエネルギーと、エネルギー
蓄積デバイスの重量との比率として規定される。制御装置は、次のようであることが想定
されている。すなわち、電流の強さが、予め設定された電流の強さの限界値を上回った際
に、電流を放出すべく、主として、１つまたは複数の第１のエネルギー蓄積デバイスを作
動させることが想定されている。
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【０００６】
　本発明において、エネルギー蓄積装置とは、電力消費部へのエネルギーの放出、受容、
蓄積を行う役割を果たす装置のことをいう。エネルギーは、エネルギー蓄積装置から電流
として放出されるのが好ましい。本発明によるとエネルギー蓄積装置は、１つまたは複数
の第１のエネルギー蓄積デバイスと、１つまたは複数の第２のエネルギー蓄積デバイスと
、制御装置とを有している。これらの装置は、特に電気的及び／または機械的に相互に接
続されている。エネルギー蓄積装置が、好ましくは、複数の、第１および第２のエネルギ
ー蓄積デバイスを有しており、ここで、第１のエネルギー蓄積デバイスの数が、第２のエ
ネルギー蓄積デバイスの数とは相違しうる。
【０００７】
　本発明において、第１のエネルギー蓄積デバイスとは、特には、エネルギーの放出、受
容、及び蓄積に適した装置のことをいい、特には電流の放出、受容、及び蓄積に適した装
置のことをいう。第１のエネルギー蓄積デバイスは、好ましくは、電気エネルギー蓄積デ
バイスまたは電気化学エネルギー蓄積デバイスとして設けられる。特に好ましくは、第１
のエネルギー蓄積デバイスが、ガルバニ電池、コイル、またはコンデンサとして設けられ
る。ガルバニ電池として設けられた第１のエネルギー蓄積デバイスが、好ましくは、少な
くとも１つのアノード、カソード、及びセパレータを有している。セパレータは、電解質
を吸収または受け入れるものであり、アノードとカソードとの間に配置される。電解質が
、好ましくは、リチウムイオンを有する。好ましくは、第１のエネルギー蓄積デバイスに
は、特には内容物を大気の影響要因から遮断すべく、薄壁の外被が備えられる。第１のエ
ネルギー蓄積デバイスの２つの集電体が、好ましくは、少なくとも部分的にその外被より
外へと延びる。第１のエネルギー蓄積デバイスが、好ましくは、第２のエネルギー蓄積デ
バイスよりも高い電流を、損傷の蓄積なく長期にわたって安定的に受容及び／または放出
できるように設けられる。好ましくは、第１のエネルギー蓄積デバイスの内部抵抗が、第
２のエネルギー蓄積デバイスの内部抵抗よりも小さい。
【０００８】
　本発明において、第２のエネルギー蓄積デバイスとは、特には、エネルギー（特には電
流）の放出、受容、及び蓄積に適した装置のことをいう。第２のエネルギー蓄積デバイス
は、好ましくは、、電気エネルギー蓄積デバイスまたは電気化学エネルギー蓄積デバイス
として設けられる。特に好ましくは、第２のエネルギー蓄積デバイスが、少なくとも１つ
のアノード、カソード、及びセパレータを有するガルバニ電池として設けられる。セパレ
ータは、電解質を吸収または受け入れるものであり、アノードとカソードとの間に配置さ
れる。好ましくは、電解質がリチウムイオンを有している。好ましくは、第２のエネルギ
ー蓄積デバイスが、特には内容物を大気の影響要因から遮断すべく、薄壁の外被を備える
。好ましくは、第２のエネルギー蓄積デバイスの２つの集電体が、少なくとも部分的にそ
の外被より外へと延びている。
【０００９】
　本発明において、制御装置とは、少なくとも１つのエネルギー蓄積デバイスによるエネ
ルギーの放出及び受容（特に電流の放出及び受容）を制御するように設けられた装置のこ
とをいう。好ましくは、制御装置は、エネルギー蓄積装置に属する複数のエネルギー蓄積
デバイスを制御・駆動するにあたり、特に高い負荷と電流が、好ましくは１つまたは複数
の第１のエネルギー蓄積デバイスでもって置き換わるように制御・駆動を行う。好ましく
は、制御装置が、存在する全てのエネルギー蓄積デバイスを制御・駆動するように設けら
れる。好ましくは、制御装置が複数の制御ユニットを備え、これらが、特には、１つの第
１のエネルギー蓄積デバイスと、１つの第２のエネルギー蓄積デバイスとに、それぞれ割
り当てられている。好ましくは、制御装置には、出力スイッチまたは出力コントローラが
割り当てられている。これらの出力スイッチまたは出力コントローラは、第１及び第２の
エネルギー蓄積デバイスからの電流（特に好ましくは総電流）について、導通させるか、
またはスイッチングを行う。好ましくは、制御装置が、出力スイッチまたは出力コントロ
ーラを制御するように設けられる。好ましくは、制御装置または制御部材と、出力スイッ
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チまたは出力コントローラは、一体に設けられる。好ましくは、制御装置及び／または制
御部材は、信号バスに接続されている。
【００１０】
　本発明によると、エネルギー蓄積装置が、１つまたは複数の測定装置を備える。本発明
において、測定装置とは、一時的または断続的に検出する装置、特には少なくとも１つの
エネルギー蓄積装置に関する測定値を一時的または断続的に検出する装置のことをいう。
この測定値は、好ましくは、(1)エネルギー蓄積装置の内部抵抗、(2)その充電状態、(3)
その温度、及び／または、(4)エネルギー蓄積装置に供給された電流もしくはこれから取
り出された電流（すなわち、(1)～(4)のいずれか、または任意の組み合わせ）を示すもの
である。測定装置は、１つまたは複数の測定値を、制御装置へと一時的または断続的に送
り込む。好ましくは、測定装置が、１つまたは複数のセンサーを備える。このセンサーは
、特には、個々のエネルギー蓄積デバイス、制御装置、出力スイッチまたは出力コントロ
ーラ、熱伝導装置、接続装置、及び／またはその他の装置に割り当てられる。好ましくは
、少なくとも１つの測定装置及び／またはそのセンサーが、信号バスに接続されている。
測定装置は、少なくとも１つの熱電対、電流測定装置、及び／または電圧測定装置を有し
ているのが好ましい。
【００１１】
　本発明によると、第１のエネルギー蓄積デバイスと、第２のエネルギー蓄積デバイスと
が、そのエネルギー密度によって区別される。本発明において、エネルギー密度とは、完
全に充電された状態でエネルギー蓄積デバイスに蓄えられるエネルギーと、当該エネルギ
ー蓄積デバイスの重量との比率のことをいう。本発明において、完全に充電された状態と
は、エネルギー蓄積装置の充電が、過充電の状態に達することなく、可能な限り大きくな
っていると判断される状態のことをいう。過充電の状態とは、特には、エネルギー蓄積デ
バイスの損傷または早期の劣化を、継続的に引き起こし得る状態である。本発明にしたが
いつつ、第２のエネルギー蓄積デバイスのエネルギー密度が、第１のエネルギー蓄積デバ
イスのエネルギー密度よりも高い。好ましくは、第１のエネルギー蓄積デバイスのエネル
ギー密度と、第２のエネルギー蓄積デバイスのエネルギー密度との比率が１よりも小さい
。好ましくは０．９よりも小さく、好ましくは０．８よりも小さく、好ましくは０．７よ
りも小さく、好ましくは０．６よりも小さく、好ましくは０．５よりも小さく、好ましく
は０．４よりも小さく、好ましくは０．３よりも小さく、好ましくは０．２よりも小さく
、特に好ましくは０．１よりも小さい。上記の比率は、０．０１よりも大きいのが好まし
い。エネルギー蓄積装置が複数の第１及び第２のエネルギー蓄積デバイスを備える場合、
エネルギー密度についての上述の各比率は、第１のエネルギー蓄積デバイスの平均エネル
ギー密度と、第２のエネルギー蓄積デバイスの平均エネルギー密度との比率についてもあ
てはまる。
【００１２】
　制御装置は、検出された測定値及び／またはその時間的推移を一時的または断続的に処
理することが想定されている。この処理は、特には、予め設定された参照値、及び／また
は、これについての、予め設定された時間的推移を考慮しつつ行われる。特に好ましくは
、制御装置が、エネルギー蓄積デバイスの温度についての測定値、及び／または電流の強
さについての測定値を、エネルギー蓄積デバイスの制御・駆動を行うべく処理する。その
ため、制御装置は、１つまたは複数の電流の強さＩ1またはＩ2（以下の式ではＩnとして
まとめる）に関する１つまたは複数の検出された測定値と、少なくとも１つの予め設定さ
れた電流の強さの限界値Ｉg（以下の式では第１または第２のエネルギー蓄積デバイスを
表す別の指数を追加する）との、１つまたは複数の差の値ｄを一時的または断続的に決定
する。
【００１３】
【数１】



(7) JP 2013-502673 A 2013.1.24

10

20

30

40

50

【００１４】
　差の値ｄが、特には、エネルギー蓄積デバイスを制御・駆動するのに用いられる。多く
の場合、特にはエネルギー蓄積装置によって基本負荷がカバーされている間は、エネルギ
ー蓄積デバイスについての差の値ｄは負である。第１のケースにおいて、特には第２のエ
ネルギー蓄積デバイスについて検出された電流の強さが、予め設定された電流の強さの限
界値に到達した際、またはこれを上回った際に、制御装置が、この第２のエネルギー蓄積
デバイスによって放出される電流または受容される電流を制限する。第２のケースにおい
て、特には第２のエネルギー蓄積デバイスについて検出された温度が予め設定された電流
の強さの限界値に到達した際、またはこれを上回った際に、制御装置が、この第２のエネ
ルギー蓄積デバイスによって放出される電流または受容される電流を制限する。電力需要
または消費電流を充足するために、制御装置は、第１のケースでは、主として１つまたは
複数の第１のエネルギー蓄積デバイスを、受容または放出のために制御・駆動する。第１
のエネルギー蓄積デバイスにより放出または受容される電流Ｉ1と、第２のエネルギー蓄
積デバイスにより放出または受容される電流Ｉ2との比率“ｑ”は、特には供給をうける
電力消費部の電力需要ないし動作状態に依存して変動する。
【００１５】
【数２】

【００１６】
　比率ｑは、特には時間的に、変動する。好ましくは、ｑが、一時的または断続的に０．
０１から１０００の間である。好ましくは０．１から１００の間、特に好ましくは１から
１０の間である。このようなｑの算定と上記の限界値は、第１及び第２のエネルギー蓄積
デバイスが複数である場合についても当てはまる。好ましくは、差異ｄが、必要に応じて
、特には第２のエネルギー蓄積デバイスのそれぞれについて算出される。
【００１７】
　本発明にしたがい、制御装置が、差異ｄに依存して、主として１つまたは複数の第１の
エネルギー蓄積デバイス、及び／または１つまたは複数の第２のエネルギー蓄積デバイス
を、電流の放出及び受容のために制御・駆動する。出力の値または電流の強さが予め設定
された限界値を上回ったならば、特には予め設定された電流の強さの限界値を上回ったな
らば、制御装置は、エネルギーを、主として１つまたは複数の第１のエネルギー蓄積デバ
イスから取り出すか、またはこれに供給するということが想定されている。制御装置は、
出力値または電流が、予め設定された限界値または電流の強さの限界値を下回ったならば
、エネルギーを、主として１つまたは複数の第２のエネルギー蓄積デバイスから取り出し
、またはこれに供給する、ということが想定されている。好ましくは、制御装置が、電流
の出力ないし電流の強さの値に依存して、エネルギーを第１のエネルギー蓄積デバイスま
たは第２のエネルギー蓄積デバイスにのみ供給するか、またはこれから取り出すというこ
とが想定されている。好ましくは、制御装置が、１つまたは複数の第１のエネルギー蓄積
デバイス、及び／または１つまたは複数の第２のエネルギー蓄積デバイスからの電流でも
って、エネルギー蓄積装置に割り当てられた１つまたは複数の電気抵抗を制御するという
ことが想定されている。
【００１８】
　本発明において、電流の強さの限界値とは、エネルギー蓄積装置に供給されるか、また
はこれから取り出される電流の電流強さが、通常は上回るべきでない限界値のことをいう
。この電流の強さの限界値を上回ることは、次の(1)及び(2)の少なくとも一方につながり
うる。すなわち、(1)負荷をうけるエネルギー蓄積装置の早期の劣化を引き起こすこと、
及び／または(2)負荷をうけるエネルギー蓄積装置に深刻な損傷を起こすこと、につなが
りうる。電流の強さの限界値は、好ましくは、それぞれのエネルギー蓄積装置の構造様式



(8) JP 2013-502673 A 2013.1.24

10

20

30

40

50

、劣化、及び／または温度（すなわち、これらのいずれか、または任意の組み合わせ）に
依存して選択される。好ましくは、制御装置が、第１または第２のエネルギー蓄積デバイ
スのそれぞれについての、多数の限界値、または電流の強さの限界値を、検討のために用
いることができる。特には、電流の強さの限界値を遵守する目的が、１つまたは複数のエ
ネルギー蓄積装置の過熱を回避することにある。好ましくは、第１のエネルギー蓄積デバ
イスの電流の強さの限界値が、構造様式、使用期間、及び／または温度に応じて、概略、
５００，２００，１５０，１００，５０，２０アンペアである。好ましくは、第２のエネ
ルギー蓄積デバイスの電流の強さの限界値が、構造様式、劣化、及び／または温度に応じ
て、概略、２５０，１５０，１００，５０，２０アンペアである。構造様式、劣化、温度
によっては、電流の強さの限界値がこれ以上でありうる。好ましくは、第２のエネルギー
蓄積デバイスの電流の強さの限界値が、特には構造様式に基づいて、第１のエネルギー蓄
積デバイスの電流の強さの限界値よりも低い。
【００１９】
　エネルギー蓄積装置に供給されるか、またはこれから取り出される電流は、電気的な熱
出力をも引き起こす。このような熱出力は、熱の排出が不十分な場合、電流が印加される
エネルギー蓄積装置の温度上昇につながりうる。電気化学エネルギー蓄積装置は、一般に
、温度が上昇すればするほど、早く経年劣化する。おそらくは、不可逆的な化学反応の結
果である。制御装置が、高い出力または強い電流を、主として、１つまたは複数の第１の
エネルギー蓄積デバイスから取り出すか、またはこれに供給することが想定されている。
これにより、第２のエネルギー蓄積デバイスが低い熱負荷しか受けないという利点がある
。このようにして、特には第２のエネルギー蓄積デバイスの劣化が少なくなり、エネルギ
ー蓄積装置の利用可能な動作期間が長くなるのであり、本願の根底をなす課題が解決され
る。
【００２０】
　次に、本発明の好ましい発展例について説明する。
【００２１】
　好ましくは、本発明にしたがうエネルギー蓄積装置が、保持装置、接続装置、及び／ま
たは熱伝導装置を有している。好ましくは、保持装置と、少なくとも１つの熱伝導装置お
よびエネルギー蓄積装置とが接続されている。好ましくは、保持装置が、底板、フレーム
、またはハウジングとして設けられる。好ましくは、エネルギー蓄積デバイスが、弾性的
または振動減衰式の部材によって、保持装置中に保持されて受け入れられている。このよ
うにして、エネルギー蓄積デバイスに対する、機械的な荷重または振動による有害な作用
を低減できるという利点がある。好ましくは、熱伝導装置とエネルギー蓄積装置が、保持
装置により、次のような具合に保持されて受け入れられている。すなわち、エネルギー蓄
積デバイスが、熱伝導装置と熱伝導を行うように接触するように保持されて受け入れられ
ているのが好ましい。接続装置が、特には、供給を受ける電力消費部との電気接続の役割
を果たす。そのために、接続装置が、１つまたは複数の電流伝導装置と接続されており、
好ましくは、少なくとも１つの、接続ケーブルまたは導体レールと接続されている。接続
装置は、１つまたは複数の接続端子を有しているのが好ましい。特に好ましくは、接続装
置が、極性の異なる２つの接続端子を有している。
【００２２】
　熱伝導装置は、好ましくは、少なくとも１つの第１のエネルギー蓄積デバイスと熱伝導
を行うように接続されており、特に好ましくは、エネルギー蓄積装置のすべてのエネルギ
ー蓄積デバイスと熱伝導を行うように接続されている。制御装置における熱の影響を受け
易い部材も、この熱伝導装置と熱伝導を行うように接続されるのが好ましい。このような
、制御装置における熱の影響を受け易い部材とは、特には、エネルギー蓄積デバイスから
の電流を導く（場合によっては総電流を導く）か、または、切り換える出力スイッチまた
は出力コントローラである。熱伝導装置には、好ましくは、冷媒が吹き付けられるか、も
しくは接して流れるか、または貫いて流れる。そのため、熱伝導装置は、好ましくは、表
面が拡張された領域、特に好ましくは冷却リブ、及び／または、少なくとも１つの冷媒の
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通路を有している。エネルギー蓄積装置は、好ましくは、実質的に直方体に設けられてお
り、熱伝導装置が、それぞれ1つの外側面と接触する。熱伝導装置は、好ましくは、複数
の熱伝導体を備えるように設けられる。これらの熱伝導体は、好ましくは、この保持装置
中に、２列の実質的に直方体のエネルギー蓄積装置の間にそれぞれ配置され、少なくとも
１つの通路、及び／または少なくとも１つの表面を拡張した領域を有している。熱伝導体
には、好ましくは、冷媒が接して流れるかもしくは周囲に沿って流れるか、または内部を
貫いて流れる。熱伝導体は、好ましくは表面を拡張した領域を有し、特に好ましくは、冷
却リブ、及び／または少なくとも１つの冷媒の通路を有している。
【００２３】
　好ましくは、エネルギー蓄積装置が電流測定装置を有している。この電流測定装置は、
好ましくは、接続装置とエネルギー蓄積デバイスとの間に配置される。特に好ましくは、
エネルギー蓄積装置が、中央の電流測定装置を有し、これが、複数のエネルギー蓄積デバ
イスから取り出される総電流についての情報を与える。
【００２４】
　好ましくは、エネルギー蓄積装置が、熱伝導装置を備えるように構成されている。好ま
しくは、エネルギー蓄積デバイスが、熱伝導装置と熱伝導を行うように接続されている。
好ましくは、第１のエネルギー蓄積デバイスが、熱伝導装置と第２のエネルギー蓄積デバ
イスとの間に配置されている。エネルギー蓄積デバイスは、好ましくは、実質的に直方体
の形に設けられる。このようであると、複数のデバイス・装置についての、特に省スペー
スな配置を実現することができる。また、第１のエネルギー蓄積デバイスは、熱伝導装置
へも、第２のエネルギー蓄積デバイスへも熱を放出することができる。このようにして、
第１のエネルギー蓄積デバイスは、必要に応じて、熱伝導式に接触する第２のエネルギー
蓄積デバイスの熱容量を利用する。このようにして、第１のエネルギー蓄積デバイスの温
度推移におけるピークを低減できるという利点がある。
【００２５】
　制御装置は、好ましくは、予め設定された条件のときに少なくとも２つのエネルギー蓄
積装置との間に電流を流すことが想定されている。好ましくは、制御装置は、予め設定さ
れた条件のときに、１つまたは複数の第１のエネルギー蓄積デバイスと、１つまたは複数
の第２のエネルギー蓄積デバイスとの間に電流を流すことが想定されている。制御装置は
、特に好ましくは、予め設定された条件のときに、1つの第１のエネルギー蓄積デバイス
と、1つの第２のエネルギー蓄積デバイスとの間に電流を流すことが想定されている。予
め設定された条件が成り立つのは、特には、第１のエネルギー蓄積デバイスから多量のエ
ネルギーが取り出されたときである。これは、特には、エネルギー蓄積装置から供給をう
ける自動車の駆動装置により、自動車が、最小限の時間内に、加速を行うか、または、登
坂走行をした場合である。自動車駆動装置への供給に必要な電流が、予め設定された電流
の強さの限界値を上回ったとき、駆動装置は、主として少なくとも１つの第１のエネルギ
ー蓄積デバイスから供給をうける。好ましくは、制御装置には次のことが想定されている
。すなわち、特には、測定値（特には電流の強さ、及び／または電流・時間積分の測定値
）を評価し、かつ、電流の強さの限界値、及び／または予め設定された充電量と比較した
後、第１のエネルギー蓄積デバイスについて明らかに減少した充電状態にあると推定する
。充電状態を引き上げるために、また、特には自動車の新たな加速または登坂走行に備え
た準備のために、制御装置は、特には少なくとも１つの第１のエネルギー蓄積デバイスが
望ましい充電状態に到達するまで、少なくとも１つの第２のエネルギー蓄積デバイスから
、少なくとも１つの第１のエネルギー蓄積デバイスへと電流を導入する。予め設定された
条件は、特には自動車の減速時及び／または制動時に、発電機として作動する駆動モータ
ーからエネルギーが第１のエネルギー蓄積デバイスに供給されたときにも成り立つ。この
ような場合、主として少なくとも１つの第１のエネルギー蓄積デバイスに蓄えられる制動
エネルギーが、第１のエネルギー蓄積デバイスの望ましくない高い充電につながることが
ある。この場合、制御装置は、特に少なくとも１つの第１のエネルギー蓄積デバイスの充
電を引き下げるべく、第１のエネルギー蓄積デバイスから第２のエネルギー蓄積デバイス
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へ電流を流すことが想定されている。
【００２６】
　好ましくは、第１のエネルギー蓄積デバイスの充電容量は、第２のエネルギー蓄積デバ
イスの充電容量に合わせて適したものとなっている。好ましくは、第１のエネルギー蓄積
デバイスの充電容量が、第２のエネルギー蓄積デバイスの充電容量よりも小さく設定され
ている。特に好ましくは、第１のエネルギー蓄積デバイスの充電容量が、第２のエネルギ
ー蓄積デバイスの充電容量の３分の２よりも小さい。好ましくは、すべての第１のエネル
ギー蓄積デバイスの合算された充電容量は、すべての第２のエネルギー蓄積デバイスの合
算された充電容量よりも小さく設定されている。好ましくは、エネルギー蓄積装置に、第
１のエネルギー蓄積デバイスよりも多い数の第２のエネルギー蓄積デバイスが備え付けら
れる。充電容量の適合化は、特には、自動車の基本となる動作プロフィルを考慮して行わ
れる。好ましくは、第１のエネルギー蓄積デバイスの合算された充電容量は、駆動モータ
ーへの出力、特には自動車の駆動モーターへの出力が高い動作状態にある、比較的少ない
割合の時間帯を考慮する。エネルギー蓄積装置は、加速走行、及び／または高い負荷の割
合が比較的多い動作を予想したうえで、全体として高い充電容量を第１のエネルギー蓄積
デバイスの形態で備えているのが好ましい。この第１のエネルギー蓄積デバイスの合算さ
れた充電容量は、エネルギー蓄積装置の充電容量全体の３分の１よりも小さいのが好まし
く、好ましくはこの充電容量全体の４分の１よりも小さく、好ましくは充電容量全体の５
分の１よりも小さく、特に好ましくは充電容量全体の１０分の１よりも小さい。但し、少
なくとも充電容量全体の５０分の１よりは大きい。エネルギー蓄積装置の充電容量全体に
占める第１のエネルギー蓄積デバイスの充電容量の割合は、第１ないし第２のエネルギー
蓄積デバイスの個数の比率によって形成されるのが好ましい。
【００２７】
　好ましくは、制御装置が、特には自動車または供給を受ける機械または装置における上
位の制御部と、信号を送受信可能に接続されている。制御装置は、少なくとも一時的また
は断続的に少なくとも１つの予め設定された信号を上位の制御部と交換することが想定さ
れている。好ましくは、エネルギー蓄積装置の動作状態について明らかにするための信号
が交換される。すなわち、各エネルギー蓄積装置についての、充電プロセスや放電プロセ
スといった種々のプロセスの進行、並びに、エラーメッセージなどについて明らかにする
ための信号が交換される。好ましくは、上位の制御部が、自動車の付属装備、作動される
装置の付属装備、または機械の付属装備の最大限許容される電力消費量について明らかに
するための信号を制御装置に伝送する。好ましくは、制御装置に記憶装置が備え付けられ
る。この記憶装置は、特には以下を保存するのに用いられるものである。すなわち、動作
データ、予め設定された限界値、予め設定された電流の強さの限界値、予め設定された温
度限界値、パラメータプロフィル、エネルギー蓄積装置の望ましい動作状態と望ましくな
い動作状態についてのメッセージ、及び／またはエラーメッセージを保存するのに用いら
れるものである。好ましくは、記憶装置の内容が、特には保守整備プロセスの際、上位の
制御部によって読出し可能及び／または上書き可能である。
【００２８】
　好ましくは、少なくとも１つの第１のエネルギー蓄積デバイスと少なくとも１つの第２
のエネルギー蓄積デバイスとが、少なくとも部分的にハウジングで取り囲まれている。好
ましくは大部分が、特に好ましくは全面的に、ハウジングで取り囲まれている。好ましく
は、ちょうど、１つの第１のエネルギー蓄積デバイスと１つの第２のエネルギー蓄積デバ
イスとが、少なくとも部分的にハウジングで取り囲まれている。好ましくは、少なくとも
３つのエネルギー蓄積デバイスが少なくとも部分的にハウジングで取り囲まれている。好
ましくは、ハウジングが、複数の部材からなり、特には第１の賦形部材と第２の賦形部材
とを備えるように設けられている。好ましくは、賦形部材は、互いに、特には材料同士の
接着、及び／または、嵌め込みや差込の後の摩擦での固定により、エネルギー蓄積デバイ
スの周りまたは側面に接続されことが想定されている。好ましくは、第２の賦形部材が、
特には熱伝導式に第１のエネルギー蓄積デバイスと接続される。特に好ましくはすべての
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エネルギー蓄積装置と接続される。好ましくは、第２の賦形部材が少なくとも部分的に金
属材料を備えるように構成される。好ましくは、第２の賦形部材が、エネルギー蓄積装置
の熱伝導装置と、特には熱伝導式に接続される。温度勾配の印加により、温度勾配の向き
に依存してエネルギー蓄積装置に、好ましくは、熱エネルギーが供給されるか、またはこ
れから取り出される。好ましくは、第２の賦形部材が、特にはそのエネルギー蓄積デバイ
スの側が、少なくとも部分的に電気絶縁性材料でコーティングされている。好ましくは、
ハウジングが、２つの接続装置及び／または１つの制御装置または制御部材を有している
。好ましくは、第２の賦形部材が、蓋付容器の容器本体として、第１の賦形部材は付属の
蓋として設けられる。好ましくは、少なくとも第２の賦形部材が、収容されるべきエネル
ギー蓄積デバイスの形態に合わせて適合化されている。好ましくは、少なくとも１つの賦
形部材が、賦形加工により、特には板金加工により設けられる。
【００２９】
　好ましくは、エネルギー蓄積装置の少なくとも１つの電極が、特に好ましくは少なくと
も１つのカソードが、式ＬｉＭＰＯ4の化合物を有している。ここで、Ｍは第１列の少な
くとも１つの遷移金属カチオンである。遷移金属カチオンは、Ｍｎ，Ｆｅ，Ｎｉ，Ｔｉ、
またはこれらの元素の組み合わせで構成される群から選択される。この化合物は、高度の
オリビン構造を有している。
【００３０】
　本発明にしたがい、少なくとも１つのエネルギー蓄積デバイスが、好ましくはセパレー
タを有している。セパレータは、非電子伝導性か、または電子伝導性が低く、少なくとも
部分的に物質透過性の支持体からなる。好ましくは、支持体における少なくとも一方の側
が、無機材料によりコーティングされている。少なくとも部分的に物質透過性の支持体と
しては、好ましくは、有機材料が用いられる。有機材料は、好ましくは不織布として設け
られる。有機材料が、好ましくはポリマーで形成され、特に好ましくはポリエチレンテレ
フタレート（ＰＥＴ）で形成される。この有機材料が、イオン伝導性の無機材料でコーテ
ィングされている。この無機材料は、好ましくは、４０℃から２００℃の温度範囲でイオ
ン伝導性である。イオン伝導性の無機材料は、好ましくは、酸化物、燐酸塩、硫酸塩、チ
タン酸塩、珪酸塩、アルミノ珪酸塩の群に属する少なくとも１つの化合物であってＺｒ，
Ａｌ，Ｌｉのうちの少なくとも１つの元素を有するものを含む。特に好ましくは酸化ジル
コンを含む。好ましくは、イオン伝導性の無機材料は、最大直径が１００ｎｍ未満の粒子
を有している。このようなセパレータは、例えば、ドイツのEvonik AG社により商品名"Se
parion"で販売されている。
【００３１】
　少なくとも１つの第１のエネルギー蓄積デバイスと、第２のエネルギー蓄積デバイスと
、制御装置とを備えるエネルギー蓄積装置が、好ましくは、次のように作動する。すなわ
ち、制御装置が、電流を放出すべく、特には、電流の強さ予め設定された電流限界値を上
回った際に電流を放出すべく、好ましくは少なくとも１つの第１のエネルギー蓄積デバイ
スを制御・駆動する。制御装置は、少なくとも１つの測定装置（特には電流測定器）の、
少なくとも１つの信号を処理するのが好ましい。この信号は、特にはエネルギー蓄積装置
から取り出される電気的な合計電流の強さについての情報をもたらす。測定された合計電
流が予め設定された電流限界値を上回っていると、制御装置は、エネルギー蓄積装置を制
御して、電流が主として少なくとも１つの第１のエネルギー蓄積デバイスから取り出され
るようにする。このような動作状態のとき、第２のエネルギー蓄積デバイスからは、第２
のエネルギー蓄積デバイスについて許容される最大の電流の強さの程度までに限り、電力
または電流が取り出される。エネルギー蓄積装置に要求される電流が、予め設定された電
流の強さの限界値を下回ると、制御装置は、主として第２のエネルギー蓄積デバイスを制
御してこの電流を放出させる。エネルギー蓄積装置に要求される基本負荷は、主として少
なくとも１つの第２のエネルギー蓄積デバイスによって提供されるのが好ましい。これに
対して負荷ピークは、少なくとも１つの第１のエネルギー蓄積デバイスの大幅な寄与のも
とで得られる。このようにして、第２のエネルギー蓄積デバイスからの電流の取り出しの
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結果としての電気的な熱出力が制限され、これに伴い第２のエネルギー蓄積デバイスの温
度が制限される。これにより、特には不可逆的な化学反応による、第２のエネルギー蓄積
デバイスの劣化を少なくし、第２のエネルギー蓄積デバイスの動作期間を長くすることが
できる。
【００３２】
　エネルギー蓄積装置が、好ましくは、次のように作動する。すなわち、予め設定された
条件のときに制御装置が少なくとも２つのエネルギー蓄積デバイスの間で電流を流すよう
に作動する。制御装置は、好ましくは、１つの第１のエネルギー蓄積デバイスと、１つの
第２のエネルギー蓄積デバイスの間で電流を流す。予め設定された条件が成立するのは、
第１のエネルギー蓄積デバイスが著しく放電したときである。特には、第１のエネルギー
蓄積デバイスの現在の充電量が、許容される充電量の半分よりも少なくなっているときで
ある。制御装置は、そのために、好ましくは、少なくとも１つの測定装置、特に電流測定
器の少なくとも１つの信号を処理する。この信号は、予め設定された限界値との比較で、
特には第１のエネルギー蓄積デバイスの充電状態に関する情報をもたらす。この際、第１
のエネルギー蓄積デバイスへと、エネルギーまたは電流が、第２のエネルギー蓄積デバイ
スから供給される。このようにして、第１のエネルギー蓄積デバイスが、その後の高い負
荷に備えて、特には自動車の加速走行や登坂走行に備えて、準備される。減速時および／
または制動時に、特に減速プロセスで発電機として作動する自動車の駆動モーターからエ
ネルギーが第１のエネルギー蓄積デバイスに供給されたときも、予め設定された条件が成
立する。制御装置による、このような第１のエネルギー蓄積デバイスから第２のエネルギ
ー蓄積デバイスへの電流の導入によって、第１のエネルギー蓄積デバイスの過充電を縮小
することができる。このようにして、第１のエネルギー蓄積デバイスの損傷ないし劣化が
少なくなる。エネルギー蓄積装置には抵抗が付属しているのが好ましい。この抵抗は、特
に、エネルギー蓄積装置の充電を低減させる役割を果たす。制御装置は、エネルギー蓄積
装置の部分的な放電のために、この抵抗を制御するのが好ましい。
【００３３】
　好ましくは、本発明にしたがうエネルギー蓄積装置が、特には充電ロセス中に（特には
第２のエネルギー蓄積デバイスの充電プロセス中に）、その電圧（特には端子電圧）がモ
ニタリングされるように作動する。そのため、測定装置は、１つまたは複数の電圧Ｕn（
特には第２のエネルギー蓄積デバイスの電圧Ｕn)を、特には充電プロセス中に、一時的ま
たは断続的に検出する。また、測定装置は、検出された測定値（特には検出された端子電
圧）を、制御装置へと送る。この測定値と予め設定された電圧限界値Ｕgとを用いて、制
御装置は、１つまたは複数の第２の差異値ｄ2を決定する。
【００３４】
【数３】

【００３５】
　エネルギー蓄積装置の充電プロセス中には、第２の差異値ｄ2が、多くの場合において
負である。制御装置は、エネルギー蓄積装置の充電プロセスをこの差異値ｄ2に依存して
制御することが想定されている。第２の差異値ｄ2が値０に近づいたならば、または正に
なったならば、制御装置が、好ましくは、それ以上のエネルギー供給を遮断する。予め設
定される電圧限界値Ｕgは、特には、エネルギー蓄積デバイスについての、構造様式、劣
化、及び／または温度に依存して選択される。電圧限界値Ｕgは、好ましくは、エネルギ
ー蓄積デバイスの定格電圧または電気化学的な電圧よりも、わずかに高く選択される。電
圧限界値Ｕgは、好ましくは、エネルギー蓄積デバイスの定格電圧の１２０％、１１５％
、１１０％、１０５％までである。好ましくは、エネルギー蓄積デバイスの耐用寿命を伸
ばすべく、充電プロセスの接続部に比べて低い電圧限界値Ｕgが選択される。
【００３６】
　好ましくは、１つまたは複数の第２のエネルギー蓄積デバイスに、少なくとも一時的ま
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たは断続的に、特には充電プロセス中に、時間的に変化する電流（特にはパルス化された
電流）が供給される。好ましくは、１つまたは複数の第１のエネルギー蓄積デバイスに、
少なくとも一時的または断続的に、特には充電プロセス中に、実質的に一定の電流の強さ
の電流が供給される。
【００３７】
　本発明の上記以外の利点、構成要件、および利用可能性は、図面と関連する以下の説明
から明らかとなる。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明にしたがうエネルギー蓄積装置の実施形態について、補足的な装置ととも
に模式的に示す図である。
【図２】本発明にしたがうエネルギー蓄積装置の他の実施形態であって、複数の部材から
なるハウジングを備えたものについて、模式的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　図１には、本発明にしたがうエネルギー蓄積装置１の実施形態について、いくつかの補
足的な装置とともに模式的に示す。ここで、制御回線２１，２１ａ，２１ｂ，２２，２４
，２４ａ，２７，２７ａが破線で示されている。
【００４０】
　エネルギー蓄積装置１が、複数の第１のエネルギー蓄積デバイス２と、複数の第２のエ
ネルギー蓄積デバイス３とを有しており、これら蓄積デバイスは、熱伝導を行うような具
合に熱伝導装置７に接触している。これらのエネルギー蓄積デバイスは、実質上、直方体
状に形成されており、それぞれ、直方体における１つの面（輪郭面）が熱伝導装置７に接
している。熱伝導装置にも、第１のエネルギー蓄積デバイス２にも、それぞれ、熱電対８
，８ａが備えられる。これら熱電対における図示のものは、多数の熱電対、及び、その他
の測定装置のうちの代表のみである。これらの熱電対ならびに測定装置は、制御回線２１
，２１ａを通じて制御装置４に接続されている。制御装置４には、データ、電流の強さの
限界値、動作プロフィル、エラーメッセージなどが保存された記憶装置９が備え付けられ
ている。制御装置４は、接続回線２２を通じて、不図示の上位の制御機構に、信号を伝え
るように接続されている。各エネルギー蓄積デバイス２，３は、電流ケーブル２５，２５
ａを通じて、また出力スイッチ２６，２６ａを通じて、中央の電流回線２３，２３ａに接
続されている。これらの出力スイッチ２６，２６ａは、制御装置４により、不図示の制御
回線を通じて操作される。中央の電流回線２３，２３ａは、コネクターデバイス６，６ａ
にまで延びており、これらコネクターデバイスは、少なくとも間接的に電力消費部に接続
している。多数の電流測定装置は図示していない。これら電流測定装置は、接続ケーブル
２５，２５ａ中においても電流を検出し、制御装置４に提供するものである。構造様式に
よっては、これらの電流測定装置が出力スイッチ２６，２６ａと一体に形成されたもので
ありうる。中央の電流回線２３ａには、電力消費部に供給される総電流を捉えるべく、中
央の電流測定器８ｂが備えられる。信号回線２１ｂを通じて、中央の電流測定器８ｂが、
制御装置４に少なくとも１つの測定値を与える。制御装置４は、種々の測定装置８，８ａ
，８ｂの信号を処理し、制御回線２７，２７ａを通じて出力スイッチ２６，２６ａを操作
する。好ましくは、これらの出力スイッチ２６，２６ａが、制限された電流の導通を可能
にする出力コントローラとして設けられる。
【００４１】
　本実施形態において、第２のエネルギー蓄積デバイスは電気化学セルとして構成されて
いる。本実施形態において、第１のエネルギー蓄積デバイスも電気化学セルとして構成さ
れている。第１のエネルギー蓄積デバイス２は、好ましくは、コンデンサまたはコイルと
して構成されている。これらのエネルギー密度は、第２のエネルギー蓄積デバイス３のエ
ネルギー密度よりも低い。コイルまたはコンデンサとして構成された第１のエネルギー蓄
積デバイス２は、著しく大きい電流を放出し受容することができるという利点がある。エ
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ネルギー蓄積装置１が第２のエネルギー蓄積デバイス３だけを有している場合に比べ、上
述のような具合により、明らかに高い電流を限られた時間の間だけ電力消費部に供給する
ことができるという利点がある。
【００４２】
　図２（図２ａ～図２ｄ）は、本発明にしたがうエネルギー蓄積装置の他の実施形態を示
している。この実施形態は、1つの第１のエネルギー蓄積デバイス２と、1つの第２のエネ
ルギー蓄積デバイス３とが1つのハウジング１０中に受け入れられて保持されていること
を特徴とする。ここで、ハウジング１０は、好ましくは、エネルギー蓄積デバイス２，３
に接しており、特には熱を伝えるように接している。但し、図面には示していない。特に
好ましくは、エネルギー蓄積デバイス２，３が、熱を伝える接触性を向上させるべくハウ
ジング１０に押し込まれている。図２のいずれの実施形態においても、制御装置４、また
は、少なくとも１つの制御部材が備えられる。この制御装置４または制御部材は、他の制
御装置または制御部材と、少なくとも、一時的または断続的に信号を交換する。好ましく
は、制御装置４と、不図示の出力スイッチまたは出力コントローラとが、一体に設けられ
る。図２のエネルギー蓄積装置は、事実上、最小単位である。この最小単位を任意の個数
だけ互いに組み合わせ、特には電気的に組み合わせて、幾何学的に相互配置することがで
きる。
【００４３】
　図２ａは、本発明にしたがうエネルギー蓄積装置についての、さらなる実施形態を示し
ている。この実施形態においては、第１のエネルギー蓄積デバイス２と、第２のエネルギ
ー蓄積デバイス３と、制御装置４と、ハウジング１０またはその第２の賦形部材１０ｂと
、２つのコネクタークリップまたは端子６，６ａとを有している。出力スイッチまたは出
力コントローラと、蓋（ふた）として構成されたハウジング１０の第１の賦形部材は図示
していない。ハウジング１０の第２の賦形部材１０ｂは、金属板からなり、エネルギー蓄
積デバイス２，３を次のような具合に取り囲む。すなわち、エネルギー蓄積デバイス２，
３同士の間に初期応力が加えられるように取り囲む。このようにして、エネルギー蓄積デ
バイス２，３の輪郭面による熱伝導が改善される。
【００４４】
　図２ｂには、図２ａの実施形態の側面図を模式的に示す。制御装置４は、図示しない出
力コントローラまたは出力スイッチ、及び、コネクター端子６，６ａと一体に設けられて
いる。これらの部材はそれぞれ別個に設けることもできる。図示しない出力スイッチまた
は出力コントローラは、好ましくは、第２の賦形部材１０ｂと、熱伝導を行うように接続
されている。
【００４５】
　図２ｃには、図２ａ及び図２ｂのエネルギー蓄積装置の実施形態からの変形例について
、熱伝導装置７とともに模式的に示す。熱伝導装置７は、エネルギー蓄積デバイス２，３
の間に、次のような具合に配置されている。すなわち、熱伝導装置７がハウジング１０の
第２の賦形部材１０ｂとも熱伝導を行うように接触するように配置されている。また、第
２の賦形部材１０ｂは、この中に保持される各デバイスについて、これら相互間に初期応
力を加えるような具合に、取り囲んでいる。制御装置４は、図示しない出力コントローラ
または出力スイッチ、及び、コネクタークリップ６，６ａと一体に構成されている。図示
しない出力スイッチまたは出力コントローラは、好ましくは、第２の賦形部材１０ｂと、
熱伝導を行うように接続されている。
【００４６】
　図２ｄには、本発明にしたがうエネルギー蓄積装置の別の実施形態を示す。エネルギー
蓄積デバイス２，３は、重なり合うように配置されている。ハウジング１０の第２の賦形
部材１０ｂは、第２の賦形部材１０ｂの右側の内面に、その金属壁部に対して電気的に絶
縁された図示しない導体条片を有している。この導体条片は、エネルギー蓄積デバイス２
，３を互いに導通させる役割を果たす。導体条片は、図示しない出力スイッチまたは出力
コントローラを介して、また、制御装置４を介して、コネクタークリップ６，６ａにまで
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導通している。好ましくは、制御装置４と、図示しない出力コントローラとが、1つの共
通のアセンブリまたはモジュールにまとめられている。エネルギー蓄積デバイス２，３は
、好ましくは、導体条片の側の側面に接続部を備えるように設けられる。図示しない出力
スイッチまたは出力コントローラは、好ましくは、第２の賦形部材１０ｂと、熱伝導を行
うように接続されている。

【図１】 【図２ａ】

【図２ｂ】
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【図２ｃ】 【図２ｄ】
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